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会社概要・沿革

会 社 名 丸上建設株式会社

所 在 地 岩手県奥州市胆沢南都田字濁川３９番地

代 表 者 代表取締役 渡邉 昭

資 本 金 １，０００万円

従業員数 １４名

事業内容

一般建設業（土木）

一般貨物自動車運送業

産業廃棄物収集運搬業

１９６７年 創業

１９８８年 設立

２０１０年 エコスタッフセミナー受講①

２０１１年 おうしゅうエコ事業所二つ星登録

２０１４年 太陽光発電設備導入

２０１６年

エコスタッフセミナー受講②

おうしゅうエコ事業所三つ星登録

グリーン経営認証取得

いわて地球環境にやさしい事業所四つ星認定

２０２３年 ＳＤＧｓ宣言
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胆沢の自然の中に

★丸上建設㈱

４E4

胆沢川流域に広がる日本最大級の扇状地には豊かな自然が広がっています
４397

胆沢ダム
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カヌー競技場

GoogleMapより引用

水沢公園

国立天文台 水沢

胆沢の散居集落



環境方針

環境関連法規制、条例、協定及びその他の要求事項を遵守し、環境負荷の低減、環境汚染の防止に努める

排出ガスによる地球温暖化、大気汚染を防止するために、エコドライブの実践、最新規制適合ディーゼル車や低公害車の導入を推進する

環境教育、啓発活動を通じて全従業員に本方針を周知するとともに社員の環境保全意識の向上を図り、地域の環境保護活動に積極的に貢献する

廃棄物の削減、適正処理、リサイクルを推進する

環境目標を定め、定期的に見直すことにより、環境保全活動の継続的な改善に努める

2023年4月1日

丸上建設株式会社本社営業所

環境保全管理責任者

代表取締役 渡邉 昭

基本理念

当社は、環境問題への取組みが人類共通の課題であると認識し、企業の社会的、公共的使命を自覚し「よき企業

   市民」として地球環境保全に積極的に取組み、持続可能な地域社会の発展に貢献し、社会から一層信頼される企業

を目指します。

基本方針
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環境行動計画
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取組をはじめたきっかけ

建設業・運送業として環境への配慮を示したい！
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事務所内での取組

便座の暖房をオフ エコスタイル 裏紙・封筒の再利用

事務所敷地内緑化 太陽光発電設備 燃えるゴミ集計 エコマーク商品の購入
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不要な照明の間引き



できることから習慣に

リサイクル（ゴミの分別）
・ゴミの分別の重要性と方法について教育（社内研修実施）

・分別しやすいようにゴミ箱にゴミの種類を表示

エコドライブ教育
・重点項目や点検方法について研修会を毎年実施

・ポスターの掲示やエコドライブについての資料配布

7



車計簿
・車両毎の走行距離、給油量の積荷の重量や修理費を集計

・車計簿の数値を基に燃費や車両管理も

車両・重機管理表
・各車両、重機の修理内容や点検日を一覧で記録

・定期交換部品や点検時期の把握

車両・重機の入替
・計画的にＤＰＦ搭載、尿素ＳＣＲシステム採用の車両へ

・年式が古い重機を排出ガス基準値内の重機に

・社員数に応じた社有車数に

車両・重機管理
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環境整備活動

北上川流域一斉清掃 植樹林の下草刈り

環境クリーンキャンペーン 通学路の除草作業

カヌー競技場草刈り
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ＳＤＧｓ宣言（R5.1）

 環境の保全

環境に配慮した事業活動を行い、ＣＯ２削減に努めます

目標・取組内容

・太陽光発電等再生可能エネルギーの活用を継続します

・エコドライブ推進、低公害車への代替えを計画的に進めます

・廃棄物の４Ｒ運動とグリーン購入促進に積極的に取り組みます

きたぎんSDGs経営サポートによる「SDGs宣言」策定支援

マテリアリティ（重要課題）
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グリーン経営認証（H28.7）

グリーン経営認証とは

グリーン経営推進マニュアルに基づき、一定のレベル以上の取組みを行っている事業者に

対して、エコモ財団による審査の上、認証・登録される（トラック事業：2003年10月1日～）

弊社の取組

１．環境保全のための仕組み・体制の整備

２．エコドライブの実施

３．低公害車の導入

４．自動車の点検・整備

５．廃車の廃棄物の排出抑制、適正処理及びリサイクルの推進

６．管理部門（事務所）における環境保全の推進
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いわて地球環境にやさしい事業所認定(いわて脱炭素化経営企業等認定制度)（H28.10）

認定区分（四つの区分）

★★★★  三つ星に加えて、二酸化炭素排出量の削減の成果があること

エネルギー使用量の集計

・灯油（事務所内暖房）

・軽油（重機・車両）

・ＬＰＧ（現場・給湯器）

・電力（事務所・車庫）

・ガソリン（社用車）
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例）基本情報（エネルギー使用量等）（付表１）



いわて地球環境にやさしい事業所認定(いわて脱炭素化経営企業等認定制度)（H28.10）

弊社の取組

クールビズ こまめな消灯 車両の入替 エコドライブ教育

・全従業員へポロシャツ配布

・作業員へ空調服配布

・緑のカーテン

・小型扇風機配布

・人感センサー照明を一部導入

・事務所照明のLED化

・プラグを抜いて待機電力カット

・低排出ガス認定車導入

・低燃費車導入

・全車両の燃費を毎月集計、掲示

・ドライバーへのマニュアル配布

・社内研修時の教育、資料配布

・エコドライブ関連ポスター掲示
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省エネ診断（R3.5）

省エネ診断の提案を受けて

 事務室エアコンの更新と暖房への活用

 温水洗浄便座の省エネ

 水道凍結防止ヒーターの電源遮断

 事務室空調温度の設定変更

 事務所内の冷蔵庫の更新
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エアコンの更新と効果（R3.8）

ー65%

灯 油 使 用 料

前 年 比

約

年間灯油使用料 1,305ℓ  ➡  455ℓ
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「できることからECOアクション！」取組参加（R5.6）

丸上建設ＨＰ岩手県ＨＰより引用

人材育成

• エコスタッフ養成セミナーへの参加（従業員2名）

意識啓発

• 取得認定・登録証掲示

• 全車両の燃費・環境保全等ポスター冷暖房温度管理、エネルギー削減目標値の掲示

自動車対策

• ハイブリット自動車の導入（社用車1台）

省エネ・再エネ設備導入

• 人感センサーの照明一部設置、事務所照明のLED化、太陽光パネル設置、

• 省エネタイプの冷蔵庫に変換、省エネ診断受診による省エネ対応エアコン導入

→ 電気使用量前年比＋５％、灯油使用量－６５％

森林吸収

• 地元建設業団体の一員として胆沢ダム周辺のブナ森の下草刈り、桜の回廊の植樹

事業所における地球温暖化対策への具体的取組
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最後に

丸上建設株式会社は

『水と緑の豊かな暮らしをお手伝い』をスローガンに、

これからも省エネやＣＯ２削減のための取組を継続し、

持続可能な地域社会の実現を目指してまいります。
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